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山梨時事新聞に取り上げ

られた設立総会の記事
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山
梨
庭
球
協
会
霞
式
）
は
十
四
日

午
後
一
時
か
ら
和
田
町
コ
ー
ト
で
設
立

・
総
会
を
開
き
、
正
式
に
発
足
す
る
こ
と

＼
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
硬
式
庭
球
は
愛
好
者
が
親

善
試
合
な
き
行
な
っ
て
い
た
が
、
数
も

、
隼
な
く
協
会
設
立
ま
で
に
ほ
垂
ら
な
か

轟
発
語
薙

ぎ
へ
も
出
場
、
こ
と
し
は
高
校
体
育
遠

壇
に
も
加
入
、
一
般
愛
好
者
も
ふ
え
だ

－
の
で
l
琢
会
毅
壇
の
運
び
に
な
っ
た
も

め
、
す
で
に
県
体
育
協
会
へ
加
盟
の
手

雪
叢
っ
て
い
る
獲
加
盟
展

は
串
愛
妻
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ブ
三
和
竃
藤
内
）
日
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善
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芸
重
責
重
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一
重
重
葦
≡
重
責
三
重
一
重
一
書
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三
重
重
量
三
三
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山
梨
庭
4
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諜
協
会
1
書

ク
ラ
ブ
（
日
銀
甲
府
支
店
）
三
和
ク
ラ

ブ
．
三
和
電
線
内
）
山
梨
大
学
庭
球

部
、
磯
田
高
校
庭
壊
部
、
申
栢
南
嵩
庭

球
部
の
六
団
体
。
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た

設
立
準
備
会
で
こ
と
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
新
役
員
も
次
の
通
り
決
ま
つ
た

が
、
と
く
に
発
足
を
記
念
し
て
十
四
、

十
五
の
両
日
、
渡
辺
三
璽
一
、
小
西
一

三
、
石
黒
修
の
デ
蕊
馨
丁
を
招
き
、
範

規
範
試
合
と
講
習
会
、
設
立
記
年
大
会

を
和
田
町
コ
ー
ト
で
開
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
溝
辺
選
手
ら
は
こ
の
ほ
ど
マ

ニ
ラ
で
開
か
れ
た
デ
杯
東
洋
ゾ
ー
ン
A

セ
ク
シ
i
ヨ
ン
決
勝
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
3

－
2
で
破
り
、
九
月
東
京
で
開
か
れ
る

東
洋
ゾ
ー
ン
決
勝
へ
進
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
帰
国
後
そ
の
妙
技
を
見
せ

る
の
は
甲
府
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
一

般
多
数
の
参
観
を
望
ん
で
い
る
。
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